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2023 年 4 月 3 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
年
度
も
食
品
値
上
げ
。

「
４
月
は
前
年
同
月
４
倍

の
５
１
０
０
品
目
に
も
な

る
」「
家
計
負
担
は
前
年
度

に
比
べ
て
２
万
６
千
円
増

え
る
と
試
算
さ
れ
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
産
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
稼
働
し
、
外
部
に

一
、
今
回
の
決
定
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
が
定
め
た

核
威
嚇
と
他
国
へ
の
核
配

備
の
禁
止
に
反
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
１
週
間
前

に
署
名
し
た
中
ロ
共
同
声

明
の
立
場
を
自
ら
ほ
ご
に

ロ
シ
ア
に
よ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の
戦
術

核
配
備
の
撤
回
を
強
く
求
め
る

　   

日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
が
談
話
（
３
月
26
日
・
要
旨
） 

す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が

党
は
決
定
を
直
ち
に
撤
回

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一
、
米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ

の
核
兵
器
配
備
は
核
不
拡

散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
り
許
容

で
き
な
い
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
自
国

外
へ
の
核
配
備
を
正
当
化

す
る
こ
と
は
全
く
で
き
な

い
。

一
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

今
回
の
決
定
は
、
核
兵
器

廃
絶
こ
そ
が
、
核
使
用
の

脅
威
も
核
戦
争
の
危
険
も

な
い
世
界
を
実
現
す
る
唯

一
の
保
障
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
示
し
て
い
る
。

　

広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長

国
で
も
あ
る
日
本
政
府
は
、

ロ
シ
ア
に
決
定
撤
回
を
求

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

米
国
の
拡
大
抑
止
へ
の
依

存
を
正
当
化
す
る
の
で
は

な
く
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
に
向
け
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
に
こ
そ

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

国会正門前で

いのち・暮らし守る政治を
　総がかり実行委員会（3 月 24 日）

　憲法共同センターの小畑雅子全労連議長は、「敵基地攻撃
能力保有の大軍拡に税金をつぎ込むのではなく、私たちの
命、暮らしを守る政治をつくろう。安保 3 文書の閣議決定
撤回を求めて声を上げよう」と呼びかけました。

オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
た

（
３
月
27
日
）。「
コ
ア
と
な

る
“
量
子
ビ
ッ
ト
”
は
超

伝
導
素
材
で
作
ら
れ
た
64

個
」「
理
研
、
産
総
研
、
情

報
通
信
研
究
機
構
、
大
阪

大
学
、
富
士
通
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
共
同
で
実
現
し
た
」「
開

発
は
米
国
、
中
国
が
先
行

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

29
日
。
理
研
労
組
が
研

究
者
の
雇
い
止
め
撤
回
を

求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
し
た
。「
理
研
は
無
期
転

換
ル
ー
ル
に
反
し
て
５
年
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

や
10
年
で
雇
い
止
め
に
す

る
規
定
を
つ
く
り
、
今
月

末
３
８
０
人
を
雇
い
止
め

し
よ
う
と
し
て
い
る
」「
組

合
委
員
長
は
『
団
体
交
渉

で
も
撤
回
し
よ
う
と
し
な

い
』
と
ス
ト
に
至
っ
た
経

過
を
説
明
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

電
力
大
手
の
不
正
閲
覧

問
題
で
業
務
改
善
命
令
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
。
霧
馬
山
が
優

勝
（
26
日
）。「
千
秋
楽
の

優
勝
決
定
戦
で
大
栄
勝
に

勝
っ
た
」「
横
綱
・
大
関
の

休
場
は
寂
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｍ
Ｌ
Ｂ
も
日
本
の
プ
ロ

野
球
も
開
幕
。「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の

日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
」「
ダ
ル

ビ
ッ
シ
ュ
は
各
選
手
に
話

を
よ
く
聞
き
、
や
る
気
を

引
き
出
し
勝
利
に
大
き
く

貢
献
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
抜
高
校
野
球
決
勝

（
１
日
）。「
山
梨
学
院
が
報

徳
学
園
に
７
対
３
で
勝
っ

　

米
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
は
３
月
14
日
、
健
康

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

ＰＦＡＳの飲料水濃度規制値
　アメリカで大幅な強化案

 日本適用なら基準超え続出

い
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）

に
つ
い
て
、
飲
料
水
の
規

制
値
案
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

同
庁
は
、
こ
れ
ま
で
飲

料
水
の
健
康
勧
告
値
と
し

て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ペ
ル
フ
ル

オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン

酸
）・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
の

合
計
で
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
70
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
１
ナ

ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分
の
１

グ
ラ
ム
）
と
定
め
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
両
物
質
を

そ
れ
ぞ
れ
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム

と
大
幅
に
厳
し
い
規
制
値

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
暫
定
目
標

値
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
を
同
50
ナ

ノ
グ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

環
境
省
調
査
（
21
年
度
）

結
果
に
つ
い
て
、
米
国
の

規
制
値
案
を
適
用
す
る
と
、

　

国
連
の
「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
９
年
ぶ

り
に
第
６
次
統
合
報
告
書

を
公
表
。
報
告
は
、
事
態

の
切
迫
を
警
告
し
、
今
世

紀
末
ま
で
の
気
温
上
昇
を

１
・
５
度
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
２
０
３
０
年
ま

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
気
候
変
動
６
次
報
告

事
態
は
切
迫

　
直
ち
に
行
動
起
こ
せ

  

脱
石
炭
火
力
、
再
エ
ネ
転
換

石
炭
火
力
発
電
か
ら
の
脱

却
を
求
め
ま
し
た
。
岸
田

政
権
は
30
年
度
も
２
割
を

石
炭
火
力
依
存
の
方
針
で

す
が
、
30
年
ま
で
に
石
炭

火
力
全
廃
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

て
初
優
勝
し
た
」「
５
回
に

一
気
に
逆
転
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

４
月
か
ら
自
転
車
運
転

時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

努
力
義
務
化
。「
こ
れ
で
事

故
で
の
死
傷
が
減
る
と
い

い
ね
」「
注
文
し
た
け
ど
混

ん
で
い
る
」「
自
治
体
に

よ
っ
て
は
補
助
が
出
る
」

ベートーベンの死因は肝硬変？
　　　毛髪でゲノム解読

米科学誌『カレント・バイオロジー』（3 月 22 日）

ド
イ
ツ
の
作
曲
家
べ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
ゲ
ノ
ム
（
全

「
新
電
力
の
顧
客
情
報
を

不
正
に
閲
覧
し
て
い
た
」

「
75
万
件
に
上
る
と
い
う
。

と
ん
で
も
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
戦

術
核
の
配
備
を
表
明
。「
核

兵
器
禁
止
条
約
や
国
際
的

合
意
に
反
す
る
」「
愚
か
で

と
ん
で
も
な
い
」「
直
前
に

中
国
と
合
意
し
た
『
中
ロ

共
同
声
明
』
を
自
ら
ほ
ご

に
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

京
都
保
津
川
の
川
下
り

船
が
転
覆
。「
乗
員
２
名
が

死
亡
し
た
」「
事
故
の
一
報

が
30
分
も
後
に
な
っ
た
」

「
携
帯
電
話
の
繋
が
ら
な

い
場
所
だ
っ
た
」「
無
線
電

話
が
各
船
に
設
置
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
」「
救

命
胴
衣
の
説
明
も
な
か
っ

た
と
い
う
」

で
に
19
年
比
で
43
％
の
大

幅
削
減
が
必
要
と
指
摘
。

削
減
目
標
を
上
積
み
し
て

直
ち
に
行
動
に
移
す
こ
と

を
求
め
、
今
後
10
年
間
の

対
策
が
決
定
的
と
述
べ
ま

し
た
。

　

と
り
わ
け
発
電
に
よ
る

排
出
ゼ
ロ
化
が
重
要
で
、

先
進
国
に
は
30
年
ま
で
に

　

そ
の
結
果
、
難
聴
に
関

す
る
明
確
な
遺
伝
的
要
素

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
死
因

は
肝
硬
変
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
た

証
拠
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｂ
型

肝
炎
が
遣
伝
因
子
と
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
に
よ
っ
て
悪

化
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
排
出
量
は
世
界
５
位
な

の
に
、
削
減
目
標
は
世
界

平
均
以
下
で
す
。
思
い

切
っ
て
引
き
上
げ
、
責
任

を
果
た
す
べ
き
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を

別
々
に
測
定
し
た
９
２
９

地
点
の
う
ち
、
少
な
く
と

も
４
５
０
地
点
で
基
準
を

超
え
て
お
り
、
東
京
で
は

97
地
点
の
う
ち
70
地
点
で

超
え
て
い
ま
す
。

遺
伝
情
報
）
を
解
読
し
た

と
、
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ン
ク
進
化
人
類
学
研

究
所
な
ど
の
国
際
研
究
グ

ル
ー
プ
が
発
表
。

　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
１
７

７
０
年
に
生
ま
れ
、
１
８

２
７
年
に
56
歳
で
死
亡
し

ま
し
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
20
代
半
ば
か
ら
始

ま
っ
た
難
聴
な
ど
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
健
康
に
関
す

る
遺
伝
的
手
が
か
り
を
得

よ
う
と
、
髪
の
毛
を
使
っ

て
ゲ
ノ
ム
解
読
し
ま
し
た
。


